
 

 

 
 

 

 

 

預金封鎖 

[預金封鎖・財産税はなぜ行われたのか] 

ＮＨＫでは、終戦後 70 年の節目にあたり、

預金封鎖や財産税などの報道が行われた。 

当時の日本は、物資や食料が極度に不足し

猛烈なインフレとなり、経済は破綻しかねな

い状況にあった。そのため、流通するお金の

量を強制的に減らしインフレを抑え込もうと

預金封鎖を断行したのである。 

 戦後間もない昭和 21 年２月に、預金の支払 

いを厳しく制限する預金封鎖を発表した。手

元の現金（タンス貯金）も銀行に預け入れ一

定の金額を新円で引き出せるよう制限された。 

この封鎖された預金は財産税として徴収し、 

戦時国債の償還や軍人の給料、軍事費の支払 

いに充当しょうとした。 

 

[インフレはどうなったのか] 

 一時的には収まったが、その後、逆に加速 

し、封鎖された預金は２年余りの間に価値が 

大きく下落した。「取るものは取る、国民から 

は税金その他でしぼり取る、そうして返すも

のは返す」と明言し断行されたが、戦時国債 

は全て償還できず無効とした。国の借金は、

価値が下落するインフレという国民の負担で

終結したのである。 

 

[現代への教訓] 

最近では、キプロス（2013）があり、イン

ドネシア、ブラジル、ロシア、アルゼンチン

などで預金封鎖が行われた。 

日本の国債も 1,000 兆円を超え改革が叫ば

れている。この改革には国民に負担が求めら

れることに変わりはないが、インフレで解決

するしか方法がないと思われます。（安田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

びわこ彦根広報板 

〔1月の活動記録〕 

時間外預託点数 ６点 （１人） 

奉仕活動点数  ３点 （３人） 

〔運営委員会・月例会〕 

実施 ２月２日（火）ＰＭ１：３０～ 

予定 ３月３日（火）ＰＭ１：３０～ 

〔1月度の経過報告〕 

*サロン開催実績 

おしゃべり３回６名 パソコン０回 

卓球４回１２名 読書１０人６冊 

チビッコサロン１２組１４名 

〔助け合い〕０件 

〔福祉調査センターの活動〕 

実施 １月２件 予定 ２月０件 

〔会員動向〕 異動なし 

〔連絡事項〕 

*外部評価調査員の研修会 

日時：３月４日（水）10:00~3:00 

場所：道の駅 米プラザ光彩の間 

*やすらぎふれあいの館の連絡会（補助金申  

請関係等の説明） 

日時：３月６日（金）10:00~11:00 

場所：福祉センター３階 31 会 

〔本部からの連絡事項〕 

「ナルクＵＳＡ設立 10周年記念アメリカ 

 10 日間の旅へのおさそい」 

期間：2015 年６日（土）～15 日（月） 

旅行代金：（２名１室利用/大人１名） 

419,000 円 

受付：2015 年 3 月 22 日（日）午前 0 時から 

FAX(06-6941-5130)で受付先着順で定員にな 

り次第締め切ります。定員 30 名 

行程等のパンフレットをナルクの館に置い

てあります 
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日 曜日 午前（10 時～１２時） 午後（１３時～１5 時） 備 考 

1  日    

2 月    

3 火 卓球・おしゃべりサロン・読書サロン Pm13:30 月例会  

4 水    

5 木    

 6 金    

7 土 パソコンサロン   

８ 日    

９ 月    

10 火 卓球・おしゃべりサロン・読書サロン   

11 水    

12 木    

13 金 おしゃべりサロン・読書サロン  午前 

14 土 パソコンサロン   

15 日    

16 月    

17 火 卓球・おしゃべりサロン・読書サロン   

18 水    

19 木    

20 金    

21 土 パソコンサロン  春分の日 

22 日    

23 月    

24 火 卓球・おしゃべりサロン・読書サロン   

25 水    

26 木    

27 -金 おしゃべりサロン・読書サロン  午前 

28 土 パソコンサロン   

29 日    

30 月    

31 火 卓球・おしゃべりサロン・読書サロン   

２ 

３月のサロン開催予定表    


